












































の取得は 1833 年 10 月であり，それはヘーゲル
















1864 年と 1880 年にこの図書館にもたらされま
した 11）。マリー・ヘーゲル 12）が 1844 年にグス
タフ・パルタイ 13）に記念として送ったところ



































と 24）」となりました。彼は兄カールへ 1889 年













部が寄贈される。2 月 23 日，エアランゲンの
ヘーゲル教授宛に礼状を送付する。――― 3 月
27 日，ヘーゲル会長は，彼の父，哲学者ヘー
ゲルの原稿をここに送る，3 月 29 日，礼状を
送付する」。王立図書館の手稿の取得日誌 28）に
は二つの納入物が互いに連続した受け入れ番号





















































































































































































は第 1巻より第 14 巻まで数えられています。
手紙類は自筆原稿のコレクションへとまとめら





ク 62）は 1906 年に『イエスの生涯』を出版し，
それの典拠として第 7，8および 11 巻を挙げて
います 63）。1907 年に『青年時代の神学的な著
作』を出版しているヘルマン・ノール 64）は，




















シリーズではケース 1から同 16 まで，および
国立図書館がそれを所有しているか，あるいは，
所有していたところのヘーゲルの追加の文献―






































































ベルリン，1994 年 10 月
エヴァ・ティーセ
注
 1 ） Eva Ziesche : Der handschriftliche Nachlass 
Georg Wilhelm Friedrich Hegels und die Hegel-
Bestände der Staatsbibliothek zu Berlin 
Preussischer Kulturbesitz. T.l. Wiesbaden : 
Harrassowitz 1995. （Kataloge der Handschrif-
tenabteilung. Reihe 2. Bd 4.）
 2 ） Ludwig Stern（1846-1911），オリエント学者，
図書館司書，1905-1911 ベルリン王立図書館・手
稿部門長。
 3 ） E. Ziesche aa0.
 4 ） ［原注 1］Anhang 4 : Ms. germ. qu. 397.
 5 ） Philipp Konrad Marheineke （1780-1846），神学者。
 6 ） Verrein der Freunde des Verewigten : 1831 年
11 月 14 日のヘーゲルの死後ベルリンのもっと
も親密な友と弟子たちが彼の作品の完全な版を
刊行するために「故人の友の会」を結成しました。
 7 ） Kar l  Ludw ig  G r ego r  v on  Meuseba ch 
（1791-1847），文献学者。
 8 ） ［原注 2］Anhang 40, Nr 16.
 9 ） Joseph Maria von Radowitz （1797-1854），プロ
イセンの将軍にして大臣，自筆原稿の収集家。
10） Karl August Varnhagen von Ense（1785-1858），
外交官，著作家，自筆原稿の収集家。
11） ［原注 3］Anhang 40, Nr 13-15 und Nr 1-10.
12） Marie Hegel （1791-1855），ヘーゲルの妻。
13） Gustav Parthey （1798-1872），書籍商にして出
版者。
14） Haushaltskalender von 1819，ヘーゲルが家計に
属するあらゆる費用を書き込んだ帳面。
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16） ［原注 4］Anhang 40, Nr 11; Quittung fÜr Parth-
ey  Nr 17.
17） Akten : 記録文書の束，そのなかの一つに図書
館の公的な往復書簡があり，そこに王立図書館
宛のヘーゲルの手紙がありました。
18） “innere Erwerbung” : 図書館内の取得。
19） ［原注 5］Anhang 40, Nr 12.
20） Friedrich Wilhelm Karl Hegel （1813-1901），
1856 年以来エアランゲン大学歴史学教授。
21） Immanuel Thomas Christian Hegel （1814-1891），
ブランデンブルク州宗務局長官。





23） ［原注 6］Hegel, Werke. Bd 19. 1887. -vgl. W. F. 
Becker, Hegels hinterlassene Schriften im 
Briefwechsel seines Sohnes Immanuel, in : 
Zeitschrift für philosophische Forschung. 35, 
1981, S. 592-614, bes. S. 608f.
24） ［原注 7］Brief Immanuel Hegel an Karl Hegel, 
Berlin 6.7. 1885, s. W.F.Becker aa0. S. 610.
25） ［原注 8］W. F. Becker aa0. S. 613.
26） Erwerbungskorrespondenz : 取得の通信文書（手
紙）。













29） acc.ms. : accessio manuscriptorium
30） ［原注 9］Anhang 40, Nr 18-37, und Nachlaß 14, 
Anhang.
31） ［原注 10］Nachl. 1 und 13, Libri impressi cum 
notis manuscriptis oct. 300 （Anhang 3）, vg1. die 
Vorbemerkungen zu den Beschreibungen.
32） ［原注 11］Nachl. 2-9, 16 ; Libri cum notis manu-
scriptis oct. 126 und 127 （Anhang 1 und 2）.
33） ［原注 12］Nachl. 11.
34） Wilhelm Dilthey （1833-1911），1900 年，ベルリ
ン科学アカデミー会長。
35） ［原注 13］Nachl. 12.
36） ［原注 14］Eingefügt in Nachl. 7, B1 20ff., 60ff.
37） ［原注 15］vgl. Anhang 40, Nr 38ff.
38） Friedrich Förster （1791-1868），歴史家。
39） ［原注 16］Anhang 40, Nr 47-72.
40） ［原注 17］vgl. Nachl. 14, Fasz.3 und Anhang 40, 
Nr 81.- D.Henrich, Aufklärung der Herkunft des 
Manuskripts “Das älteste Systemprogramm 
des deutschen Idealismus”, in : Zeitschrift für 
philosophische Forschung, 30, 1976, S. 510-528.
41） Christiane Hegel （1773-1832），ヘーゲルの妹。
42） Karl Sigmund Franz Altenstein （1770-1840），
ドイツ（プロイセン）の政治家。最初の文相
（1817-1840）。
43） ［原注 18］Nachl. 15, Fasz. Ⅰ - Ⅵ .
44） Dokumente zu Hegels Entwicklung. Hrsg. von 
Johannes Hoffmeister. Stuttgart 1936.
45） ［原注 19］Nachl. 15, Fasz. Ⅶ .





47） ［原注 20］Anhang 8-14.
48） Moriz Haupt （1818-1874），古典文献学者にして
ゲルマニスト。
49） ［ 原 注 21］Nachl. 16 - E. Ziesche, Unbekannte 
Manuskripte aus der Jenaer und Nürnberger 
Zeit im Berliner Hegel- Nachlaß, in : Zeitschrift 
für philosophische Forschung, 29, 1975, S. 
430-444.
50） Woldemar von Ditmar （1794-1828），リヴォニ
ア（バルト海沿岸のエストニア，ラトヴィアに
またがる地方）の法学者。
51） ［原注 22］Anhang 44.
52） ［原注 23］Anhang 18-39. 41. 42.
53） ［原注 24］F. Nicolin, Hegel 1770-1831. Ausstel-
lungskatalog. Stuttgart 1970, Nr 70.











ド ゥ ア ル ト・ ガ ン ス（ マ ル バ ッ ハ DLA, 
Inv.7391），ホトー（Anhang 40, Nr. 109），ロー







B12, 3; Anhang 40, Nr. 106）。アルノルト・ゲン
テはローゼンクランツの遺稿のなかの一枚の紙
片を 1881 年にプレゼントしました（Anhang 40, 
Nr. 113）。
55） ［原注 26］Vorbemerkungen zu Nachl. 1. 5. 8-12. 
15 Ⅵ , 2. 16, Fasz. 1.
56） ［原注 27］Vorbemerkungen zu Nachl. 13, B1 62a; 
Anhang 3; Nachl. 16, Fasz. 1; Nachl. 5. 6. 2, B1 
※1. 11. 49; Nachl. 3, B1 ※1, ※ 19; Nachl. 4, B1 ※1; 
Nachl. 11, B1 161a.
57） ［原注 28］コレクション：『学者の遺稿』。〔ルー
トヴィヒ・シュテルンによって〕1889 年 8 月に
作り上げられる。シュテルンについては，エミ
ール・ヤーコプス，「ルートヴィヒ・シュテルン」，







自筆原稿に関してはAnhang 40, Nr 18-37 を参
照しなさい。ヘーゲル宛の手紙にはさまざまな
差出人がいます，Nachl. 14, Anhang. を参照しな
さい。
59） Georg Mollat （1863-1931 頃），ジャーナリスト。
60） ［原注 30］Hegel, Werke. Theorie-Werkausgabe. 
Bd1, Frankfurt a. M. 1971, S.623. ―― 1899 年 12
月 12 日に原稿を閲覧したマルティン・ブーバァ
ーは利用者としてそれ以降は登場していません。
61） Hugo Falkenheim （1866- 没年不詳），国家学者。
62） Paul Roques （1879- 没年不詳）。
63） ［原注 31］Hegel, Das Leben Jesu. Jena 1906.
64） Herman Nohl （1879-1960），ヘーゲル研究者。
65） ［原注 32］s.Vorbemerkung zu Nachl. 7.
66） ［原注 33］ライン - ヴェストファーレン科学ア
カデミーによるヘーゲル『全集』の出版の準備
作業の関連で 1958 年に原稿は再び解体され，そ
して 1962 年に遺稿の巻 1と巻 8のみが新たに出
版されています。
（2004 年 10 月 19 日受付）
「G.W.F.ヘーゲルの遺稿」序説
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